
International Security Conference 
CODE BLUE

• サイバーセキュリティにおける、世界トップレベルの講師陣、
ワークショップ、コンテスト

• U25の優秀な講師への奨学⾦提供/ 
学⽣スタッフ雇⽤による業界への橋渡し→コミュニティ化

• 技術・国際法・サイバー犯罪対策・オープンソースツールなど
様々なトピック/⼈々の混合

1. CODE(技術)＋BLUE(海) = 国境を超えて⼈々をつなぎ、
2. ⾔語・業界・年齢の壁を壊して、より早く社会を変える

⽇本発の国際会議
世界初の⼥性発起⼈



国際連携での⼈材育成①＞GCC: Global Cybersecurity Camp
アジア加盟国の若者向け１週間のトレーニング合宿。⽇本のセキュリティ・キャンプのアジア国際版

1. ⽇本
2. 韓国
3. 台湾
4. シンガポール
5. オーストラリア
6. マレーシア
7. タイ
8. ベトナム

GCC: Global Cybersecurity Camp

GCCに期待されること
トレーニング合宿を通して、
- 国を越えたU25若者同⼠のつながり構築 → 有事に対応する未来の平和の⼀助に
- グローバルリーダー育成 → グローバル・コミュニケーション＋セキュリティスキ

ルを持つ⼈材は、グローバル規模のユーザー企業、セキュリティ企業に欲しい⼈材

https://gcc.ac/

⼤学・政府・NPO・コミュニティ
の混成



⑥北⽶：カナダ

⑦北⽶：アメリカ

⑨南⽶全域

⑧南⽶：
ブラジル

⑤オセアニア

④アジア:ACSC

③アフリカ南部

②アフリカ北部

①ヨーロッパ

国際連携での人材育成②＞ICC と ACSC
ICC: International Cybersecurity Challenge  --世界９大陸の代表チームが競い合うCTF世界大会。 ENISA発起人、ECSCの世界版
ACSC: Asian Cyber Security Challenge – ICCのアジア予選。アジア９カ国が加盟。15名の代表でアジア国際チームを構成

1. ⽇本
2. 韓国
3. 台湾
4. ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
5. マレーシア
6. タイ

7. ベトナム
8. インド
9. モンゴル

https://acsc.asia/

2023年8⽉@⽶国
https://ic3.games/

ACSC/ICCに期待されること
CTFを題材に
• サイバーセキュリティ分野にて国を越えたつながりの強化
• ⼈材を⾒出し、トレーニング機会を提供

ICC本戦

ACSC予選

⼤学・政府・企業・コミュニティ
の混成
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2022年度のアジア代表チーム２種類のCTFの合計点数で総合順位が決定
初 ⽇：クイズ形式 １位ヨーロッパ、２位アジア、3位⽶国
⼆⽇⽬：攻防戦形式 １位アジア、２位ヨーロッパ、3位⽶国

総合順位

第1回ICC
2022年6⽉@ギリシャ(終了)
https://ecsc.eu/icc/


